
 

 

 

 

 

 

 

 

 

例会プログラム 

と  き   2025年2月12日(水)18:00 

ところ  一宮商工会議所  大ホール 

例会担当  保健委員会 

 

開会のゴング 

国旗に礼 

国歌「君が代」斉唱 

「ライオンズクラブの歌」斉唱 

「ライオンズの誓い」唱和 

「クラブスローガン」唱和 

スピーカーご紹介 

会長挨拶 

入会式 

メルビン･ジョーンズ･フェローピン贈呈 

誕生日のお祝い 

委員会報告 

幹事報告 

スピーカーの時間 

アテンダンス報告 

テールツイスター報告 

「また会う日まで」斉唱 

ライオンズローア 

閉会のゴング 

 

次の理事会（第16回） 

と  き  2025年2月26日(水) 11：00 

ところ  なかなか室家 

次の例会（第1625回） 

と  き   2025年2月26日(水) 12：15 

ところ  なかなか室家 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

       スピーカーご紹介 
 

2024-2025年度 冬期 YCE派遣生 

伊藤
いとう

 愛佳
まなか

 様 
 

 

 
 
 
 
 
《正会員》 
 
 

      Ｌ片山
かたやま

 智
とし

克
かつ

 
           S.47.4.30生（52才） 

 
会社名：本門佛立宗 松鶴寺 
役 職：住職 
業 種：宗教法人 
スポンサー：L大島基睦 

所 属：保健委員会 
住 所：一宮市北園通3丁目 15 
TEL（0586）73-1687  FAX（0586）23-3268 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 新 会 員 紹 介  

    (株)ピコグラム 
一宮市中島通5丁目11番2 
TEL（0586）52-3760 

Ｌ 志  賀  龍  司  

( ) タ ツ ミ ヤ 
一宮市栄1-6-8 

TEL71-3435 FAX 77-5663 

Ｌ 佐 藤 克 巳 

 

LIONS  CLUBS  INTERNATIONAL  DISTRICT  334-A 

ＩＣＨＩＮＯＭＩＹＡ ＬＩＯＮＳ ＣＬＵＢ 

一宮ライオンズクラブ 
国際会長スローガン 「We Serve（われわれは奉仕する）」  

一宮LCスローガン 『 奉仕の輪  明るい未来へ  ウィ・サーブ 』 
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◎メルビン・ジョーンズ・フェロー 

            1000ドル献金ありがとうございます 
 

39回目(宝石・ブルーサファイア8個・ダイヤモンド2個） 
    (台座・ホワイトゴールド) 

40回目(宝石・ブルーサファイア9個・ダイヤモンド1個） 
    (台座・ホワイトゴールド) 

41回目(宝石・ブルーサファイア10個） 
    (台座・ホワイトゴールド) 

Ｌ大 山 恭 範 
 
24回目(宝石・イエローサファイア3個・ダイヤモンド7個)) 

    (台座・ホワイトゴールド) 
25回目(宝石・イエローサファイア4個・ダイヤモンド6個)) 

    (台座・ホワイトゴールド) 
L山 中 一 史 

 
17回目（ブルーサファイア6個・ダイヤモンド4個） 

         L伊  藤  裕  彦 

 

10回目  （ダイヤモンド9個）      L西尾建一郎 
 

7回目  （ダイヤモンド6個）      L野嵜 章 

8回目  （ダイヤモンド7個）      L野嵜 章 

9回目  （ダイヤモンド8個）      L野嵜 章  
 

6回目  （ダイヤモンド5個）      L大島  基睦 

7回目  （ダイヤモンド6個）      L大島  基睦 
 

1回目  （ラベルピンに楯）        L尾上 宜正 

1回目  （ラベルピンに楯）        L小塚 洋範 

1回目  （ラベルピンに楯）        L坂井田純子 

 
◎お誕生日おめでとうございます。 

 
 

 
 
 

 

 

 

 

 

 第1623回例会アテンダンス報告  

会員数 262名    

正 会 員 109名 賛助会員 13名 

特典会員  140名 

例会出席対象会員数  122名 

出席者 53名(メーク・アップ1名) 

          出席率 45％ 

 

 第 14 回理事会報告 

と き 2025年1月22日(水)11：00 

ところ 一宮商工会議所ビル4F 小ホール 

出席者 

 

1.財務委員会（1/8）報告 

財務委員長Ｌ土本和佳 

中間決算報告が土本委員長より説明がなされ、承認さ

れました。 

2.一宮青年会議所賀詞交歓例会（1/10）報告 

 会長L野嵜章 

 青年会議所のメンバーの皆様の元気な力を頂きました

と報告されました。 

3.2LC合同親睦ゴルフ大会打ち合わせ会（1/14）報告 

 親睦委員長L尾上宜正 

 今年度はホストクラブとなり、2025年4月3日、

岐阜稲口ゴルフ倶楽部で開催予定。14組（一宮LC9

組・愛西LC5組）参加予定。おおやま本店にて親睦会

を行うと報告ありました。 

4.4LC会長幹事会（1/16）報告 

 会長L野嵜章 

 御料理かくこにて、各クラブの次期幹事も参加頂き、

親睦を深めることが出来ました。議題としては、2024

年7月～12月中間決算の承認をされました。 

5.プロウォーキングについて 

 アラート環境保全社会福祉委員長L坂井田純子 

 プロウォーキングについて、3月29日のメインアク

ティビティである保健委員会企画の献血事業に合わせ

て実施を考えていると報告がありました。 

 エコキャップ回収について 

一宮LCとしては取り扱わない事となりました。 

6.会員増強・会則・スペシャルティクラブＦＷＴ委員会

（1/22）報告 

 会員増強・会則・ＦＷＴスペシャルティ委員長Ｌ西尾

建一郎 

 L 大島基睦から片山智克様の入会申込書を提出され、

理事会にて承認されました。 

7.計画委員会（1/22）報告 

 計画委員長Ｌ則竹保利 

 花見例会は、3月26日BBQ GARDENで執り行

い、CN 例会は、4 月 23 日に i ビルで行うことを案

内しました。 

詳細について、タイムスケジュール・予算等次回お示

しさせて頂くと報告がありました。 

 

2月6日  L杉 本  敦  

7日 L柴 垣 幹 生  

15日

日 

L新 谷 匡 人  

18日 L立 川 智 浩  

18日 L西 野 順 介 

21日

18日 

L渡 邉 貴 弘  

25日 L日比野 順米 

28日 L川 合 充 恭 

L野嵜 L吉江 L髙橋敬 L久保 L水野 

L矢田 L則竹保 L野村政 L石黒 L青山 

L杉山  L小川  L伊藤裕 L中川 L西尾 

L土本 L飯盛 L坂井田 L尾上 L古川 

L酒井 L大島基 L佐藤彰   
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8..LＣＩＦ国際関係YCEレオ委員会（1/22）報告 

 ＬＣＩＦ国際関係ＹＣＥレオ委員長Ｌ酒井是和 

 能登半島災害支援として、チャリティー寄付 1 口

3,000 円×会員数を緊急援助資金より拠出し、会員

100％寄付をさせて頂く事を承認されました。 

9.その他 

 ・中部経済新聞ライオンズ・ロータリークラブ特集広

告について (1枠16500円) 

  昨年同様,特集広告に掲載させて頂く事で承認されま 

した。 

 

第 1623 回例会報告  

と  き 2025年1月22日(水)12：15 

ところ 一宮商工会議所ビル 3F 大ホール 

一宮商工会議所ビル ３階大ホールにて 1 月第 2 例会

行われました。 

今回は中野正康一宮市長様をスピーカーにお招きして

の例会。また、次期会長幹事招待例会のため3R1Z 7

クラブの次期会長幹事様のご参加でした。 

開始前に吉江前会長の先導にてスピーカーの中野一宮

市長様、次期会長幹事様の入場。中野一宮市長様の声高

らかな入場時の『よろしくお願いします』ではとても気

持ちの良い風が吹いた気がし次期会長幹事様の入場では

皆様の緊張した面持

ちで次年度への覚悟

が伝わってきました。 

野嵜会長の開始ゴ

ングで始まり、続いて

君が代、ライオンズヒ

ムの斉唱、ライオンズ

の誓い・クラブスロー

ガンの唱和がされ、本

日のお客様の紹介の後、会長挨拶でした。会長挨拶では

中野一宮市長様へご参加への御礼 次期会長幹事様へ１

年前の自分の姿を思い出しエールを送ると共に鼓舞し、

活動への覚悟についてお話しをいただきました。 

続いてメルビン・ジョーンズ・フェロー・ピンの贈呈 

委員会報告 幹事報告を終え いよいよ中野市長のスピ

ーカータイム今回のテーマは【のびゆく一宮市 ～イン

フラの中心に～】一宮市４大事業 新濃尾大橋 一宮稲

沢北 IC まちなかウォーカブル 尾張一宮ＰＡスマー

ト IC を軸に活性化についてのお話しいただきました。 

一宮稲沢北 IC のお話では計画当時のご苦労また今後

の物流センター誘致へのお話しをいただき、新濃尾大橋

開通時のコストコへの人道の

流出への懸念 まちかどウォ

ーカブルでの取り組みや地価、

人件費の上昇率について。尾張

一宮ＰＡスマートＩＣでは新

たな産業・交流拠点の創設（シ

ョッピングモール）また、名岐

道路の事業化（目標）と様々な

事案についてお話しいただき

ました。なかでも人件費について昨年末一宮市の平均時

給が全国30位で大阪市より高く上昇率に関しては上位

50 市区郡でトップなのには驚きました。最後に 日ご

ろのライオンズ活動への労いの言葉をいただきました。 

L 田中秀雄によるアテンダンス報告、L 久保によるタ

イルツイスター報告、また会う日まで斉唱、一宮サウス

LC 次期会長 L八巻のローアの後、野嵜会長による閉会

のゴングにて例会は終了。 

最後に吉江前会長の先導によるお客様のご退室にて閉

会となりました。 

マーケティング委員長 飯盛剛弘 

 

第1623回例会ドネーション・ファイン 

                     

◎ドネーション                  43,000円  

◎ファイン                               0円 

ドネーション・ファイン累計     1,240,000 円 

 
 

訃  報 

去る11月29日正会員L井尾公治 ご尊父 重信 

（しげのぶ）様 （享年91 才）がご逝去され、 

葬儀告別式は、12月1日 神戸町やすらぎ苑  

斎場にて家族葬で執り行われました。   

謹んでご冥福をお祈り申し上げます。  合掌                               

L 野嵜 章 中野正康市長をお招きできた喜び・ 

次期会長・幹事をお迎えし、例会が出来た喜び 

10.000 

L 榊林重成 還暦を迎えて、1 月例会会場お礼 10,000 

L 水野泰嘉 中野正康市長をお招きできた喜び・ 

次期会長・幹事をお迎えし、例会が出来た喜び 

5.000 

L 野村政司  テレビ愛知にて名古屋 K I T T E 

さ も ん が 紹 介 さ れ た 喜 び 

5,000 

L 佐藤 彰 次期会長幹事をお招きできた喜び 

4 /173R 合同 LCIF ゴルフ大会の 

多大なるご協力を頂いた喜び 

5.000 

L 張 海霞 新年の例会に参加できた喜び 

 

 

5.000 

L齋藤真理子 娘が成人式を迎えた喜び 3,000 

合 計 43,000円 
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1. 最初のホストファミリーでの経験 

 タリンには朝8時過ぎに到着し、荷物をホストファミリーの家に置いた後、タリン市内の観光に出かけました。クリスマス

マーケットやジンジャーブレッドエキシビションといった観光地を訪れたほか、ロシア大使館も見学しました。ホストマザー

からは、エストニアがウクライナへの支援を積極的に行っている背景について伺いました。ウクライナ侵攻が続く中、エスト

ニアも将来的に脅威にさらされる可能性があるため、政府はウクライナへの援助を積極的に実施しているとのことでした。

タリン市内ではウクライナ国旗が掲げられ、青と黄色のイルミネーションで街が彩られており、エストニアの強い支援姿勢を

肌で感じることができました。 

また、エストニアのクリスマスは家族や親戚と静かに過ごすのが一般的であり、街のレストランやスーパーも休業していま

した。私のホストファミリーも、母方の親族が集まり、12月23日から25日まで一緒に過ごしました。このように家族の絆

を大切にする文化が印象的でした。 

 

2. 二つ目のホストファミリーでの経験 

 二つ目のホストファミリーは、エストニアで最も読まれているブログを運営するインフルエンサーのご家族でした。エスト

ニア人は日本人と同じく控えめな性格の方が多いと感じていましたが、このご家族は非常に明るく、まさに「パーティーピ

ープル」といえる方々 でした。 

到着初日の夜には、歓迎のクリスマスパーティーを開いていただきました。特に驚いたのは、サンタクロースの出前サービ

スがあり、サンタさんから直接クリスマスプレゼントをいただいたことです。プレゼントには、現在身につけているピアス

とピンバッジが含まれていました。さらに、サプライズでトルコ旅行をプレゼントしていただき、年越しには豪華なガラデ

ィナーにも連れて行っていただきました。 

トルコ滞在中には、ベシュクタシュというサッカーチームの選手に声をかけられ、現地観光に案内してもらうという、思いが

けない体験もしました。このような特別な経験を通じて、異文化交流の楽しさと出会いの大切さを実感しました。 

 

3. 現地でのその他の体験（まつげエクステ体験） 

 私は普段から月に1回、まつげエクステ（マツエク）をしていますが、エストニアでも施術を受けてみました。訪れたのはタ

リン中心部のサロンで、デザインのオーダーの際に英語が通じず、私→英語→エストニア語→ウクライナ語という形で伝達

されました。うまく伝わっているか不安でしたが、無事に施術を終えることができました。 

後に知ったことですが、このサロンはエストニア政府が認定するウクライナ難民支援施設で、ウクライナ出身のスタッフを積

極的に雇用していました。こうした取り組みからも、エストニアがウクライナ支援に積極的であることを日常生活の中で実感

しました。 

  

4. まとめと今後の展望 

 今回の留学を通して、エストニアの国民性が日本人と非常に似ており、日本人にとって生活しやすい環境であることを実感

しました。一方で、冬の長い日照不足は精神的に負担が大きいと感じました。また、エストニアの人々 は複数の言語（3〜4か

国語）を話す人が多く、言語の重要性を改めて認識しました。 

これまでの半年間、南米、アジア、ヨーロッパの異なる文化圏で生活したことにより、文化、経済、貿易への関心がより一層高

まりました。エストニアでは英語やスペイン語を使った交流を通じて、言語力が新たなチャンスを生むことを実感しました。

そこで、まずはスペイン語の習得を目指して再びメキシコに行きたいと考えています。大学卒業後は、スペインの大学院に

進学し、将来的には起業して日本を拠点に世界で活躍することを目標としています。 

 


